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公園内での花火遊びは禁止です。　◆公園緑地課（○保 �内線２４３３）

の
た
め
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
用
途

地
域
等
が
す
で
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
都
市

計
画
道
路
の
整
備
が
具
体
化
し
た

区
域
、
著
し
く
土
地
利
用
の
変
化

が
見
ら
れ
る
区
域
、
合
併
に
よ
る

旧
行
政
界
付
近
の
不
連
続
な
区
域

お
よ
び
そ
の
他
の
都
市
計
画
上
の

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に

つ
い
て
、
用
途
地
域
等
を
見
直
し

ま
し
た
。

　

用
途
地
域
等
見
直
し
原
案
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

◆
都
市
計
画
課
（
�保
 
�
内
線　

〜
２４１１

　

）
２４１４

　

東
京
都
は
、
地
域
ご
と
の
課
題

に
対
応
し
た
土
地
利
用
施
策
を
展

開
す
る
た
め
、
平
成　

年
７
月
に

１４

「
用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
関
す

る
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」
を

策
定
し
、
平
成　

年
度
の
決
定
告

１６

示
に
向
け
て
、
区
市
町
に
用
途
地

域
等
の
見
直
し
に
関
す
る
原
案
等

の
作
成
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
て
、
市
で
は
平
成　

年
７

１５

月
の
原
案
提
出
に
向
け
、
用
途
地

域
等
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
の
２
月
に
は
、
皆
さ
ん
が

用
途
地
域
等
見
直
し
に
つ
い
て
考

え
る
素
材
と
し
て
、
見
直
し
数
７

か
所
の
用
途
地
域
等
見
直
し
案
図

を
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。ま
た
、

市
内
会
場
で
市
民
説
明
会
を
開
催

し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
基
づ
く

検
討
や
東
京
都
と
の
調
整
を
経

て
、
見
直
し
数　

か
所
の
「
西
東

１０

京
市
原
案
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

５
月　

日
に
開
催
し
た
平
成　

２７

１５

年
度
第
１
回
西
東
京
市
都
市
計
画

審
議
会
で
、
原
案
に
つ
い
て
諮
問

し
ま
し
た
。
そ
の
後
審
議
会
か
ら

答
申
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
７
月

に
東
京
都
に
提
出
し
ま
し
た
。

�　

市
で
は
、
用
途
地
域
を
８
種
類

か
ら　

種
類
に
細
分
化
し
た
平
成

１２

８
年
一
斉
見
直
し
の
際
に
、
郊
外

の
田
園
住
宅
地
と
し
て
の
住
環
境

の
保
全
・
改
善
と
駅
周
辺
や
幹
線

道
路
沿
道
等
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

■
用
途
地
域
等
見
直
し
の

基
本
的
な
考
え
方

用
途
地
域
等
見
直
し

用
途
地
域
等
見
直
し

 ��

市
の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

 
市
の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

■
用
途
地
域
等
見
直
し
の

経
過 �
�
�
�
�
�
�
�
 

〜
東
京
都
に
提
出
〜

平成１５年　９月　東京都素案の策定
平成１５年　１０月　東京都都市計画審議会へ中間報告
平成１５年　１０月　東京都素案縦覧
平成１５年　１１月１０日～２１日
　　　　　　　　東京都公聴会（西東京都市計画区域は小平福祉会館にて１７日）
平成１６年　２月　東京都案の策定
平成１６年　３月　東京都案公告・縦覧
平成１６年　５月　東京都都市計画審議会
平成１６年　７月　都市計画決定告示

用途地域等見直し今後のスケジュール（予定）

用途地域等見直し箇所一覧表

現　　　　行見直し原案
図面番号　
見直し箇所 防火・　　

準防火地域
絶対高さ
高度地区

容　積
建ぺい

用途
地域

防火・　　
準防火地域

絶対高さ
高度地区

容　積
建ぺい

用途
地域

――１０�
１高

　８０％
　４０％一低準防火２高２００％

　６０％一中高�下保谷三丁目

準防火１０�
１高

１００％
　５０％一低準防火２高２００％

　６０％一中高�下保谷三丁目

――１０�
１高

　８０％
　４０％一低準防火２高２００％

　６０％一中高�下保谷三丁目

準防火１０�
１高

１００％
　５０％一低準防火２高２００％

　６０％一中高�下保谷三丁目
四丁目

準防火１０�
１高

１００％
　５０％一低準防火３高３００％

　８０％近商�下保谷四丁目

準防火２高２００％
　６０％準工準防火２高２００％

　６０％一住�柳沢ニ丁目

――１０�
１高

　８０％
　４０％一低準防火１０�

１高
１００％
　５０％一低�向台町四丁目

――１０�
１高

　８０％
　４０％一低準防火２高２００％

　６０％一中高�向台町四丁目

準防火２高２００％
　６０％準工準防火２高２００％

　６０％一住�田無町六丁目

――１０�
１高

　５０％
　３０％一低――１０�

１高
　８０％
　４０％一低�向台町六丁目

一覧表内の用途地域の正式名称は次のとおりです。
　一低　（第一種低層住居専用地域）　　一中高　（第一種中高層住居専用地域）
　一住　（第一種住居地域）　　　　　　近商　（近隣商業地域）
　準工　（準工業地域）

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
道

路
、
公
園
な
ど
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
空
き
缶
、
空
き
瓶
の
回
収
作
業

を
行
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
内
に
散
乱
し
て
い

る
空
き
缶
、
空
き
瓶
を
集
め
、　
23

か
所
の
臨
時
集
積
所
に
持
ち
寄
る

も
の
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
以
外
の

団
体
、
個
人
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
は
、
午

前　

時
ま
で
に
、
次
の
臨
時
集
積

10
所
に
空
き
缶
、
空
き
瓶
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

環
境
美
化
の
推
進
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
雨
天
実
施　

■ 
臨
時
集
積
所　

①
谷
戸
い
ち
ょ
う
公
園
（
谷
戸
町

２
〜　

）　

②
谷
戸
第
二
地
区
会

１２

館（
谷
戸
町
３
〜　

）　

③
谷
戸
地

１３

区
会
館（
谷
戸
町
１
〜
９
）　

④
緑

町
三
丁
目
都
営
ア
パ
ー
ト
集
会
所

（
緑
町
３
〜
８
）　

⑤
田
無
町
七

丁
目
都
営
ア
パ
ー
ト
公
園
（
田
無

町
７
〜
５
）　

⑥
芝
久
保
地
区
会

館（
芝
久
保
町
３
〜　

）　

⑦
田
無

１５

駅
北
口
第
一
自
転
車
駐
車
場
西
側

出
口
前（
田
無
町
４
〜
５
）　

⑧
南

町
六
丁
目
小
林
宅（
南
町
６
〜
９
）

⑨
田
無
庁
舎
西
側
駐
車
場
（
南
町

５
〜
６
）　

⑩
南
町
第
一
児
童
遊

園（
南
町
２
〜
２
）　

⑪
向
台
公
園

東
側
入
口（
向
台
町
２
〜
５
）　

⑫

北
町
緑
地
保
全
地
域
（
北
町
森
林

公
園
）（
北
町
５
〜
５
）　

⑬
ひ
ば

り
が
丘
北
わ
ん
ぱ
く
公
園
（
ひ
ば

り
が
丘
北
２
〜
２
）　

⑭
あ
ら
や

し
き
公
園（
下
保
谷
４
〜
８
）　

⑮

武
道
場（
東
町
２
〜
４
）　

⑯
住
吉

福
祉
会
館（
住
吉
町
６
〜
１
）　

⑰

保
谷
庁
舎
正
面
入
口
（
中
町
１
〜

５
）　

⑱
中
町
児
童
館（
中
町
４
〜

４
）　

⑲
第
２
え
の
き
児
童
遊
園

（
保
谷
町
５
〜
２
）　

⑳
富
士
町

福
祉
会
館（
富
士
町
６
〜
６
）　�

千
駄
山
広
場（
東
伏
見
１
〜
４
）　

�
む
く
の
木
公
園（
柳
沢
２
〜
３
）

�
新
町
福
祉
会
館（
新
町
５
〜
２
）

▽
問
合
せ　

西
東
京
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（ 
会
長 
・
田
代�
　
62

・
0
9
5
4
）

◆
環
境
保
全
課
（
�保
 
�
内
線　

、
2211

　

）
2212
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９９
月月　

日
（
土
）
午
前
８
時

分
〜

時

日
（
土
）
午
前
８
時　

分
〜　

時

２７２７

３０３０

１０１０

　

Ｑ
１　

路
上
で
配
っ
て
い
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
受
け
取
る
と
、

「
当
た
り
！
お
土
産
を
あ
げ
る

よ
」と
ビ
ル
の
中
の
会
場
に
連
れ

て
行
か
れ
た
。鍋
な
ど
を
た
く
さ

ん
も
ら
い
断
り
に
く
い
状
況
に

な
り
、高
額
の
ふ
と
ん
セ
ッ
ト
の

契
約
を
し
た
が
、
解
約
し
た
い
。

Ｑ
２　

買
物
途
中
で
急
い
で
い

る
か
ら
と
断
っ
た

の
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
あ
げ
る
か
ら
と

会
場
に
連
れ
て
行

か
れ
て
引
き
止
め

ら
れ
、
無
料
で
日

用
品
を
渡
さ
れ
た

う
え
、
体
に
い
い

か
ら
と
勧
め
ら
れ

て
整
水
器
な
ど
を

契
約
し
た
。
誰
に

も
言
え
ず
に
１
か

月
経
っ
た
が
解
約

で
き
な
い
か
。

Ａ　

Ｑ
１
に
つ
い

て
は
契
約
の
翌
日
の
相

談
だ
っ
た
の
で
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
を
は
が
き
で
通
知
し
、

全
面
解
約
で
き
ま
し
た
。Ｑ
２
に

つ
い
て
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
が
過
ぎ
て
い
た
た
め
、契
約

時
の
状
況
と
解
約
理
由
を
ま
と

め
た
「
契
約
解
除
願
い
」
の
書
面

を
事
業
者
に
送
る
よ
う
助
言
し

ま
し
た
が
、そ
の
後
解
約
損
料
を

支
払
っ
て
解
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
の
よ
う
な
販
売
方

法
を
Ｓ
Ｆ（
催
眠
）商
法
と
い
い
、

会
場
に
誘
っ
て
無
料
で
日
用
品

な
ど
を
渡
し
、帰
り
に
く
い
雰
囲

気
に
し
て
お
い
て
、複
数
の
販
売

員
が
長
時
間
勧
誘
し
、目
的
の
高

額
商
品
を
契
約
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

無
料
、格
安
を
強
調
し
た

広
告
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、勧
誘
さ
れ
て
結
果
的
に

不
要
な
契
約
を
し
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特

に
高
齢
者
な
ど
は
注
意
が

必
要
で
す
。

　

契
約
後
８
日
間
は
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
で
、

解
約
を
書
面
で
通
知
す
れ

ば
無
条
件
で
解
約
で
き
ま

す
。

そ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
解

約
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、

販
売
方
法
な
ど
に
問
題
が

あ
る
場
合
、解
約
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、消
費
生
活
相
談
室

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
◆
田
無
庁
舎
２
階
消
費
生
活
相

談
室
（
○田
 
�
内
線　

）、
消
費
者

1431

セ
ン
タ
ー
消
費
生
活
相
談
室（�

　

・
４
０
４
０
）

２５
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用途地域等見直し箇所図（原案）


